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日本列島は、その約70%が山地で占められて

おり、その多くは土砂災害の発生しやすい条

件を備えています。また、山地の人家では、

台風、集中豪雨等の災害により、大きな人的、物的被害を受けています。

そこで、日本には昔からこのような風水害、土砂災害から集落を守った独特の枠類の透水

性工法がありました。この先達の知恵と経験より生まれた古き良き工法を現代に生かした

ものが、「零番線パネルタイプ大型フトンカゴ」です。

零番線パネルタイプ大型フトンカゴは、パネルの網部に8mmの亜鉛メッキ鉄線を使用、枠部は

13mmま たは16mmの鉄筋を用いて、枠組の中に玉石、砕石等を充填する完全プレ八ブ構造です。

したがって、急速施工と数々の機能を利点とする「零番線パネルタイプ大型フトンカゴ」は、

災害の復旧工事をはじめ、各種土木工事に威力を発揮するものと信 じます。



1.軟弱地 盤 でも設 置が 可能

優れた可撓1生 (柔軟、曲げたわめる)があるため、基礎地盤の変

動に容易になじみますから軟弱地盤でも設置が可能です。

2.冬期施工、急速施工が可能
現地での組み立ては、ボルト接合のみになりますから、冬期の寒

冷時の組み立て、水中での組み立ても、可能 です。又、コンクリ

ート、杭打等の基礎工が一切不要ですから急速施工が可能で現

3.優れた透水

優れた透水性を持っていますので浸透水の多い法面などでは

間げき水圧を軽減し法面の安定に役立ちます。

4.中詰材に玉石、砕石を利用

現地発生の玉石、砕石を中詰材として使うことで、経済的な工

事が出来ます.

5.多年度施工、段階施工が可能
大規模堰堤など予算の関係で堰堤全体を単年度で完成させら

れない場合、途中段階で工事を中止しても、各枠が独立した箱

構造になっているため、中詰玉石等が流出する事なくその機能

を果たす事ができます。
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工事現場にて下記 (組立図)の様に6枚のパネルと中枠 をUク |リ ップで

連結して組立完成致します。

パネル式異型フトンカゴもご希望に依り製作致しま・九 型状に

依り別途積算致します。
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Uクリップ
は用数量

(コーナー部)

(側面)

中間lmに 2ケ使用

(高さ部)

(端面。中枠 )
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幅150cm中間2ヶ使用
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○印の場所は3ケ 使用

■パネルタイプ組立 クリップ数量

高さ
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長 ざIIい )
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主筋φ16、 φ13網目1 5cm、 1 3cm、 1 0om共通

|"1詢蔽ⅢⅢ文Ⅲ 嘉 ■
コーナー部 ○ 8箇所 ×3ケ

端面。中枠 △ 8箇所×3ケ 24

側   面 ∨ 12箇所×2ケ

高 さ 部 × 8箇所×2ケ 16

合計 88ケ
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■主筋 13mm
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饉憮な不労
(麒謝|こまり蜃途セットし譲す)

●段積み・隣接する大型フトンカゴ同士を運結し、一体化を図り

強度を増す。

●作業上の複雑さを解消。

●現場作業中の災害、事故、危険を防止する。

連結用Wク リップ

ロングクリップ

●大型フトンカゴlm× 2m× 2m2段積み。
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S畿鼈鰤兆晰鼈
用途に応じて様々な形のパネル式大型

フトンカゴを製作する事ができま丸

(片法形 )

(両 法形 )

(三 角形)
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コーナー等、隙間が開いた時、場所に応じて特殊な形のパネルを製作する事ができま九
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海に川に水中に、吊り上げて設置する時に便利で九
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●内張り用ひし形金網

●網 目寸法表

玉石が揃える事が不可能の時、細かい石等を使用する時、

石を選ばずに使用できま丸

(大型フトンカゴのパネルに目の細かい内張り用ひし形金網を張り付け、

細かい石がもれない様にします。)

■ 使 用 線 材 (内 張り用ひし形齢 門

亜鉛+アルミ合金めっき鉄線

」IS G 3547の SWMGS‐ 3を用いたもの。

亜鉛めっき鉄線

」IS G 3547の SWMGS-7を 用いたもの。

線径
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|♯ 10
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◆ 刺 瑞 蜻蔀 錦
亀田工場/〒950‐0134新潟市江南区曙町4丁 目2‐ 27容 (025)382‐ 4492
安田工場/〒9592215阿 賀 野 市 六野 瀬 437番 158(0250)68‐ 5751
FAX/本社 a2862140・亀田工場 a382‐ 3408・ 安田工場 容685754

●お問い合わせ、ご用命は代理店もしくは当社へ……


